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H．電気情報工学 

 

H1．（電気回路） 

出題の意図 

基本的な交流回路と電気回路の時間応答の解析を確認するため。 

 

解答例 

 
(1) (i) 

|𝐼𝐼| = |𝑉𝑉||𝑌𝑌| = |𝑉𝑉| × ��
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 (iii) 
|𝐼𝐼| = |𝑉𝑉||𝑌𝑌| = |𝑉𝑉| × ��
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(2) (i) 𝑣𝑣(𝑡𝑡) = 𝐸𝐸 × exp �−
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 (ii) 𝑈𝑈(𝑡𝑡) =
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 (iii) 𝑊𝑊 = 𝐸𝐸2𝐶𝐶 ×
1
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(1 − exp(−2)) 

 



 

H．電気情報工学 

 

H2．（情報工学） 

出題の意図 
 

  シャノンの情報理論を基礎から理解しているか確認するための問題を出題した。 

 

 

解答例 

(1) S1:0, S2:10, S3:110, S4:111 

  

(2) N(T)=N(T-1)+N(T-2)+2N(T-3) 

 

(3) C=1 

 

(4)  １０１１００００ 

 

(5) 割り切れない（誤りがある） 

   

   

   

   

   



 

H．電気情報工学 

 

H3．（物性工学） 

出題の意図 

半導体のキャリア濃度とエネルギーバンド・電流密度の関係および、キャリア濃度の

温度依存性の理解を確認するための問題を出題した。 

 

解答例 

(1) 𝐸𝐸𝑐𝑐 − 𝐸𝐸𝐹𝐹 = −𝑘𝑘𝐵𝐵𝑇𝑇𝑇𝑇
𝑎𝑎

− 𝑘𝑘𝐵𝐵𝑇𝑇 ln 𝑁𝑁𝐷𝐷,0
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(2)  𝐹𝐹 = −𝑘𝑘𝐵𝐵𝑇𝑇
𝑎𝑎𝑎𝑎

  

(3) 𝐽𝐽𝑑𝑑𝑑𝑑𝑑𝑑𝑑𝑑𝑑𝑑 = −
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(4) 𝐽𝐽𝑑𝑑𝑑𝑑𝑑𝑑𝑑𝑑 = 𝑞𝑞𝑞𝑞 𝑑𝑑𝑑𝑑
𝑑𝑑𝑑𝑑

= 𝑞𝑞𝑞𝑞𝑁𝑁𝐷𝐷,0
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(5) 𝜇𝜇𝑘𝑘𝐵𝐵𝑇𝑇 = 𝑞𝑞𝑞𝑞 

 

2.         
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出払い領域 
（飽和領域） 

不純物領域 
（凍結領域） 

真性領域 



 

 H．電気情報工学 

 

H4．（数学） 

出題の意図 
線形代数、フーリエ変換について、基本的な知識と計算力・論理的思考力を確認する

意図で出題した。 

 

解答例 

1 

(1) |𝑥𝑥 + 𝑡𝑡𝑡𝑡|2 = |𝑦𝑦|2𝑡𝑡2 + 2⟨𝑥𝑥,𝑦𝑦⟩𝑡𝑡 + |𝑥𝑥|2 
(2) (1)で求めた𝑡𝑡に関する 2 次関数の判別式がゼロ以下になる条

件式を用いる。（詳細略） 

 

 

2  

(1) rank 𝐴𝐴 =  2, rank 𝐵𝐵 =  2 

(2)  𝐴𝐴𝐴𝐴 =  0の場合：解空間の次元は１ 

𝐵𝐵𝐵𝐵 =  0の場合：解空間の次元は１ 

(3) 𝑟𝑟 + 𝑑𝑑 =  𝑚𝑚 

 

3 

(1) 𝑋𝑋（𝜔𝜔） = 𝛿𝛿(𝜔𝜔) 
(2) 𝑋𝑋（𝜔𝜔） = −𝜋𝜋𝜋𝜋�𝛿𝛿(𝑊𝑊 −𝜔𝜔) − 𝛿𝛿(𝑊𝑊 + 𝜔𝜔)� 
(3) 𝑋𝑋（𝜔𝜔） = √𝜋𝜋 𝑒𝑒𝑒𝑒𝑒𝑒  (−𝜔𝜔2/4)  

 

以上。 
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